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論文の概要及び判定理由 

 本論文では、草津温泉地域における河川水の年間モニタリングから酸性河川水の環境変

化を明らかにすると共に、循環流動システムを用いた重金属およびヒ素の新規逐次抽出法

を開発し、品木ダム堆積土壌の重金属類の化学形態を明らかにした。本論文で得られた知

見は環境科学分野の研究の発展に大きく寄与するものであり、博士（理工学）の学位に値

するものと判定した。 
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